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的多ܕはݟ出ͤなかったため（ૣ川ɾ
಺໺ɹະ公ද），コナΪよりもミズア
オイのํがҨ఻的多༷性は高いとߟえ
られる。

本結果は限られた地点のサンプルと
葉྘体 D/A ྖ域を用いた予උ的なも
のであるため，ミズアオイの地域性を
࿦じるに଍る十分な৘報はಘられな
かった。既報のアロβイムมҟから，
ミズアオイはूஂ಺のҨ఻的มҟがू
ஂ間よりも大きいことが報ࠂされてお
り，ミズアオイにおけるҨ఻的มҟの
໿ 61� はूஂ಺ݸ体間にଘࡏしてい
る（ᔉら 1996a）。そのため，ݹ原ら

（2011）が指ఠするように，開発事ۀ
等のอશ対ࡦやڥ؀഑ྀでやΉをಘず
移植する場合などは，ूஂのҨ఻的多
༷性をอશするために十分なݸ体数お
よͼຒ౔種子ूஂを移植することが必
要である。

ミズアオイおよͼコナΪにはूஂ
಺֎におけるҨ఻的，生ଶ的，ܗଶ
的なมҟがଘࡏする（ᔉら 1996a，
1996C，2010ʀ今ઘ 2010）。そのため，
今後はࠃ಺のみならず 2 種の分෍域
を໢ཏする޿域的かͭৄࡉなサンプリ
ングをߦい，࣍ੈ୅シーέンサーを用
いた高解૾度の系౷地理ֶ的研究やू
ஂҨ఻ߏ଄を೺Ѳすることで，2 種の
Ҩ఻的多༷性にͮجいた防除やอશに
ͭな͛ることができるͩろう。
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本ߘの一෦は，公ӹ財ஂ๏ਓ日本植
物調節剤研究協会およͼ +SPS Պ研අ
15H0���6，2631030� の研究ॿ成を

受けて実施したものである。ミズアオ
イおよͼコナΪの࠾種に͝協力いたͩ
いたํʑならͼにࣸਅおよͼࣗ生地৘
報のఏڙをいたͩいた஑田ࢯ໌ߒ，ᔉ
ޫᗁ܀，ࢯ山༝Ղ子ࢯ，஛಺ࢬࠤ子ࢯ
にँײします。
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タσՊイψタσଐのͭる性の一年草。શࠃのߞٳ田，
Տ川ෑ，原໺などの࣪った所に生える。ܪ葉はよく分ࢬ
ししばしばᤵをܗ成する。ৎは 1m から 2m。葉はܗ֯ࡾ
から長5。ܗ֯ࡾ 月から 10 月にࢬઌにถཻ大のピンク৭
のՖが 10 のྏ，葉ฑ，葉のཪ面ܪ。どूまって࡙く΄ݸ
຺上などあらΏるところにࢗٯがある。このࢗٯにより
ଞの植物にབྷみͭく。

ʮϔクιカズラʯやʮイψノフグリʯ，ʮϋキダメΪクʯ
などとฒΜで植物໊のѱ໊の୅ද֨とされる。中でもʮϚ
Ϛコノシリψグイʯは，໊෇け਌の຀໺෋太࿠によれば

ʮ࿨໊はٯ向きのࢗのあるܪでܧ฼が଀いܧ子の৲を১く
草という意ຯʯという΄どに，ੌまじい差ผ的な໊前で
はある。໋໊にあたって，຀໺はその໊をすでに֤地で
，ったのではないかといわれるが࠾ばれていた໊前からݺ
では，実ࡍに，ੲはこの草でܧ子の৲を১くといういじ
めがߦわれていたのであろうか。

同体ڞい。ਆ話時୅や子どもがݹ子いじめのྺ࢙はܧ
でཆ育されていた時୅にはなかったことであるが，࠺が
෉のもと΁移って一ॹに฻らし始めたころからىこって
きた。日本でのʮܧ子いじめᩀʯのయܕはʮམۼ物ޠʯ
であるが，この物ޠは，平҆中期のو଒ࣾ会をࣸ実的に

とされている。そうであれば，平҆時୅のޠड़した物ه
中ࠒにはʮシンσレラʯと同じܧ子いじめがߦわれてい
たともߟえられる。

これらのʮܧ子いじめᩀʯの対象は΄とΜどがঁの子
であり，൵ࢂなࢮという結຤もあるが，ܧ子がਓやಈ物
にॿけられ後に成ޭを௫み取るという結຤が多い。実ࡍ
には，༷ʑなܗでܧ子いじめがߦわれていたのであろう
が，シンσレラにͤよམۼのඣにͤよ，もう，ܧ฼が৲
১いしなければならないようなࡀではなかった。৲১い
しなければならないとすればまͩ੺子であるܧ子ではな
いͩろうかと૝૾するのである。

そうであれば，ͩࢗらけのこの草で੺子の৲を১くと
どうなるのか。଀いܧ子であってもその࢓ଧちはあまり
にもΉ͝す͗ることなのͩ，とܧ฼のܧ子΁の࢓ଧちを
ռめようとして໊෇けたのではないͩろうか，というߟ
えにࢸるのである。

多くのʮܧ子いじめᩀʯがܧ子いじめをռめようとし
てੲ話としてޠられてきたように，ͩࢗらけのこの草で
੺Μ๥の৲を১くようなʮܧ子いじめʯをռめる意ຯでʮܧ
子の৲১いʯとݺばれてきたのではなかろうか。

ҼみにؖࠃではʮՇの৲১き草ʯとݺばれるそうである。
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